










































































































































































































































































































































































































【表1 ワークシート①：役割・進行表】 【表２ ワークシート②：司会をする時の留意点】
① 発表がなかったり，論点が偏ったりした時
② 論点がそれたり，行き詰まったりした時
③ 話し合いが深まらず，採決が早すぎる時
④ 意見が対立して収拾がつかなくなった時
⑤ 自治的活動の枠を越えそうな時
⑥ 実践の可能性がない時
⑦ 人権を守る観点から逸脱しそうな時
１０【教師の全体会後の指導について】
●「全体会後の教師の指導」では，学生への称揚・意欲化
を図ることがポイントになる。
① 本時のねらいに沿った助言を心掛ける。
② 建設的な意見をほめる。
③ 司会者等，役員の労をねぎらう。
④ 前回と比べ，伸びの著しい学生を具体的にほめる。
⑤ より深い学びへの意欲づけを図る。
⑥ 簡潔な助言，次の活動の動機づけとなるような助言を
する。
Ⅶ まとめと今後の展望
本授業における課題としては，以下の５点が上げられ
る。
① グループワークが苦手な学生への支援の在り方。
② 主体的能動的学習を充実させる学習環境の整備（一層
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のＩＣＴ活用の充実等）。
③ 教職員の研修参加による教育実践力向上。
④ 学級経営と主体的能動的学習の推進との関連性の研
究。
⑤ 体制づくり
田中（2010）は，学級経営とワークショップ学習の関連
性について指摘し前掲６），住本（2012）も，まず教師自身が，
研修を通して，アクティブ・ラーニング型授業の指導力向
上の重要性を示唆している９）。
梶田（2016）は，『目指すべき主体的能動的な学習（ア
クティブ・ラーニング）とは』の中で，この学習を進める
にあたって大前提としての３つのポイントを明示してい
る。「学校でのあらゆる学習活動を主体的なものにすると
いう指向性を表現する」，「学習の在り方を主体的能動的
（アクティブ）なものにするということは，それによって
ディープ・ラーニング（深い学び＝事象の相互関連的理解
とそれに基づく問題解決力の獲得）が実現し，主体的能動
的な思考力や問題解決力が育成される，という結果が伴わ
なければならない」，「主体的能動的な（アクティブ）学
習ということは，学習者が活発に動いているといった見た
目の活動形態の問題でなく，学習に対する心理的な取り組
み方，精神的な基本姿勢の問題である」10）
いずれにしても，我々教師が，こういった基本的視座に
立ち，既述の課題解決に向けた方途を探りながら，「対話
的学び」を中核に据えたアクティブ・ラーニング型授業展
開を重ねていくことが肝要である。
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研究にご協力いただいた学生の皆さん，並びに保護者の
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注１）エンカウンターとは，本音を表現し合い，それを互
いに認め合う体験のことである。この体験が，自分や他
者への気づきを深めさせ，人とともに生きる喜びや，わ
が道を力強く歩む勇気をもたすとされる。構成的グルー
プエンカウンターは，開発的カウンセリング技法の一つ
で，リーダーの示した課題をグループで行い，そのとき
の気持ちを率直に語り合うこと「心と心のキャッチボー
ル」を通して，徐々にエンカウンター体験を深めていく
もので，「集団は教育者である」の理念を持ち，人間関
係づくりや，自己肯定感の育成等に大きな効果を上げ
る。リーダーは，個人の内面の動きや集団の動きを把握
しながら，絶えず臨機応変な対応が求められる。したが
って，ＳＧＥのリーダーは，アクティブ・ラーニングの
中核にある「対話的な学び」をリードするアクティブ・
ラーナーそのものと言える。「ＳＧＥ（Structured Group
Encounter）公認リーダー」は，教育カウンセラー協会認
定の資格である。
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